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新
執
行
部
の
顔
ぶ
れ

　

２
０
１
４
年
度
第
１
回
評
議

員
会
（
３
月
15
日
開
催
）
の
議

決
を
経
て
、
４
月
１
日
か
ら
新

た
な
役
員
構
成
で
日
本
歯
科
技

工
士
連
盟
を
始
動
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

生
業
で
あ
る
歯
科
技
工
業
務

と
会
務
の
両
立
と
い
う
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
私
の
下
、
就
任

を
受
諾
し
て
い
た
だ
い
た
役
員

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
今
後
２
年
間
、

会
員
の
負
託
に
応
え
「
役
員
」

と
し
て
ま
た
、「
人
」
と
し
て
し

っ
か
り
と
し
た
倫
理
観
を
持
っ

て
、
会
務
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
古
橋
前
会
長
は
、
誰

も
が
さ
ら
に
組
織
の
指
揮
を
と

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
中
で
、
あ
え
て
、
そ
の
道

を
選
択
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
精
力
的
な
活
動
と
成
果
を

考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
私
は
、
世
代
交
代
に
よ
っ

て
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
古
橋
前

会
長
の
決
断
を
重
く
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
託
さ
れ
た
日
本

歯
科
技
工
士
連
盟
の
活
動
を
さ

ら
に
高
め
る
こ
と
に
は
プ
レ
シ

ャ
ー
を
感
じ
ま
す
が
、
次
の
世

代
の
た
め
に
も
、「
私
た
ち
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
誰
が
取
り
組

む
の
か
」
と
い
う
強
い
意
志
を

持
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
使
命
と

責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
２
０
１
３
年

度
第
２
回
評
議
員
会
の
議
決
に

基
づ
く
、「
２
０
１
４
年
度
活
動

方
針
」
の
具
現
化
に
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
今
執
行
部
は
「
歯

科
技
工
士
教
育
の
年
限
延
長
」

と
「
歯
科
技
工
委
託
行
為
の
法

令
記
載
等
に
よ
る
健
全
な
委
託
・

受
託
の
実
現
」
に
向
け
て
精
力

を
集
中
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
、
日
技
は
創
立

60
周
年
を
向
か
え
ま
す
が
、
こ

の
節
目
に
今
後
設
置
さ
れ
る
「
総

合
政
策
審
議
会
」
の
答
申
を
受

け
て
、「
求
心
力
を
高
め
る
た
め

に
御
旗
を
揚
げ
よ
！
」
に
応
え

る
た
め
に
も
、
改
め
て
、
母
体

で
あ
る
日
技
の
政
治
活
動
を
担

う
日
技
連
盟
の
方
向
性
と
戦
略

を
打
ち
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
執
行
部
の
献
身
的
な
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
今
通
常
国
会

で
「
歯
科
技
工
士
法
の
一
部
改

正
法
案
」
が
審
議
の
上
、
２
０
１	

６
年
春
か
ら
、
歯
科
技
工
士
国

家
試
験
の
全
国
統
一
実
施
が
実

現
す
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、

昭
和
30
年
に
施
行
さ
れ
た
歯
科

技
工
法
（
当
時
）
が
、
11
年
後

の
昭
和
41
年
に
養
成
機
関
の
受

験
資
格
が
中
卒
か
ら
高
卒
に
変

更
に
な
り
、
そ
の
16
年
後
の
昭

和
57
年
に
免
許
権
者
が
都
道
府

県
知
事
か
ら
現
在
の
厚
生
労
働

大
臣
に
な
っ
た
折
、
附
則
に
試

験
に
関
す
る
暫
定
措
置
と
し
て
、

「
当
分
の
間
、
歯
科
技
工
士
学
校

又
は
歯
科
技
工
士
養
成
所
の
所

在
地
の
都
道
府
県
知
事
が
、
毎

年
少
な
く
と
も
１
回
こ
れ
を
行

う
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、

暫
定
措
置
が
実
に
32
年
間
続
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
改
め
て
、

社
会
構
造
の
中
で
私
達
の
非
力

を
感
じ
ま
す
が
、
組
織
が
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
一
歩
も
前
進
し

な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
会
員
一
人
ひ

と
り
が
、
組
織
の
取
り
組
み
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
初
心
を
忘

れ
ず
必
ず
成
し
遂
げ
る
と
い
う

強
い
意
志
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
目
標

と
計
画
を
定
め
、
組
織
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
情
報

発
信
に
も
努
め
ま
す
。

　

新
執
行
部
の
船
出
に
暖
か
い

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

杉
岡
範
明
日
技
連
盟
新
会
長
所
信

新
執
行
部
の
顔
ぶ
れ
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め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
午

前
11
時
に
は
伊
吹
文
明
衆
議
院

議
長
を
前
出
の
連
盟
・
本
会
３

役
員
が
訪
問
し
、
議
員
連
盟
発

足
に
向
け
た
経
過
報
告
を
行
い

理
解
を
得
た
。
さ
ら
に
は
、
無

所
属
で
あ
る
が
我
々
の
活
動
に

理
解
を
示
す
長
崎
幸
太
郎
衆
議

院
議
員
の
事
務
所
を
同
日
午
後

４
時
に
訪
問
し
、
同
じ
く
経
過

説
明
を
行
っ
た
。

　

５
月
21
日
（
火
）
午
前
11
時

30
分
よ
り
、
衆
議
院
第
２
議
員

会
館
第
５
会
議
室
に
お
い
て
、

歯
科
技
工
士
に
関
す
る
制
度
推

進
議
員
連
盟
の
第
１
回
例
会
が

開
催
さ
れ
、
本
連
盟
よ
り
古
橋

会
長
、
時
見
理
事
長
、
鈴
木
副

理
事
長
、
野
島
副
理
事
長
、
日

技
本
会
か
ら
杉
岡
副
会
長
、
衛

藤
副
会
長
が
参
加
し
た
。
松
本

洋
平
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
歯
科

保
健
課
が
作
成
し
た
「
歯
科
技

工
士
を
取
り
巻
く
最
新
の
動
向
」

に
関
す
る
資
料
説
明
が
あ
り
、

議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
あ

っ
た
。
古
橋
会
長
か
ら
は
、
歯

科
技
工
士
の
抱
え
る
当
面
の
課

題
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

解
決
し
て
欲
し
い
旨
の
挨
拶
が

あ
り
、
次
回
以
降
も
関
係
行
政

等
に
説
明
を
求
め
、
課
題
解
決

に
向
け
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　

５
月
17
日
（
金
）
午
前
８
時

か
ら
、
歯
科
技
工
士
に
関
す
る

制
度
推
進
議
員
連
盟
の
発
会
式
、

第
１
回
総
会
が
衆
議
院
第
１
議

員
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
議
員
連
盟
は
、

歯
科
技
工
士
に
関
す
る
制
度
的

不
備
を
改
善
し
、
国
民
の
口
腔

保
健
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
結
成
さ
れ
た
。
第
１
回

総
会
は
松
本
洋
平
衆
議
院
議
員

（
東
京
19
区
）
の
司
会
で
始
ま
り
、

規
約
の
承
認
、
役
員
の
選
出
が

行
わ
れ
、
顧
問
に
伊
吹
文
明
衆

議
院
議
長
（
京
都
１
区
）、
会
長

に
川
上
陽
子
衆
議
院
議
員
（
静

岡
１
区
）、
幹
事
長
に
橋
本
岳
衆

議
院
議
員
（
岡
山
４
区
）、
筆
頭

幹
事
に
福
岡
資
麿
参
議
院
議
員

（
佐
賀
選
挙
区
）、
事
務
局
長
に

前
述
の
松
本
洋
平
衆
議
院
議
員
、

事
務
局
次
長
に
石
川
昭
政
衆
議

院
議
員
（
茨
城
５
区
）
が
選
出

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
本
連
盟
の
古
橋
会
長

よ
り
、
歯
科
技
工
士
の
抱
え
る

当
面
の
課
題
が
説
明
さ
れ
、
質

疑
応
答
に
入
っ
た
。
こ
の
議
員

連
盟
は
、
今
後
、
歯
科
技
工
士

制
度
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、

例
会
を
開
催
頻
度
を
高
め
開
催

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

５
月
31
日
（
金
）
午
前
８
時

よ
り
、
自
民
党
本
部
８
階
リ
バ

テ
ィ
２・３
号
室
に
お
い
て
、
歯

科
技
工
士
に
関
す
る
制
度
推
進

議
員
連
盟
の
第
２
回
例
会
が
開

催
さ
れ
、
本
連
盟
か
ら
古
橋
会

長
、
時
見
理
事
長
、
鈴
木・三
国・

野
島
副
理
事
長
、
鈴
木
総
務
、

日
技
本
会
か
ら
杉
岡
・
衛
藤
副

会
長
、
大
西
専
務
が
出
席
し
た
。

例
会
は
先
ず
、
厚
生
労
働
省
が

提
出
し
た
資
料
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
日
技
連
盟
か
ら
、
抱

え
る
課
題
に
即
し
た
資
料
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
厚
生
労
働
省

資
料
に
関
す
る
質
問
と
、
そ
れ

に
関
す
る
歯
科
技
工
士
会
の
考

え
方
等
に
つ
い
て
、
医
療
職
俸

給
表
（
二
）
初
任
給
基
準
表
に

関
す
る
人
事
院
の
考
え
に
つ
い

て
等
の
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
者
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

出
席
議
員
か
ら
は
、
国
民
の
口

腔
保
健
の
維
持
増
進
の
た
め
、

議
員
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て
、

歯
科
技
工
士
の
抱
え
る
制
度
不

備
を
改
善
す
べ
く
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
て
い
こ
う
と

の
強
い
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

６
月
14
日
（
金
）
午
前
８
時

か
ら
、
自
民
党
本
部
８
階
リ
バ

テ
ィ
４
号
に
お
い
て
、
歯
科
技

工
士
に
関
す
る
制
度
推
進
議
員

連
盟
の
第
３
回
例
会
が
開
催
さ

れ
、
本
連
盟
よ
り
古
橋
会
長
、

時
見
理
事
長
、
鈴
木
・
野
島
副

理
事
長
、
田
中
・
鈴
木
総
務
、

日
技
よ
り
杉
岡
・
衛
藤
副
会
長
、

大
西
専
務
が
、
さ
ら
に
、
青
森

県
歯
科
技
工
士
連
盟
を
代
表
し

て
木
村
壽
二
会
長
が
出
席
し
た
。 　

議
連
は
、
石
川
昭
政
事
務
局

次
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
厚
生

労
働
省
か
ら
は
、
歯
科
技
工
士

国
家
試
験
の
統
一
に
関
連
す
る

資
料
が
提
出
さ
れ
、
説
明
を
受

け
た
。
ま
た
、
本
連
盟
か
ら
は
、

関
連
団
体
が
押
印
し
た
“
医
療

職
俸
給
表
（
二
）
初
任
給
基
準

表
に
お
け
る
医
療
専
門
職
の
学

歴
免
許
等
及
び
初
任
給
の
見
直

し
に
関
す
る
要
望
書
”
の
資
料

提
出
が
あ
っ
た
。

　

議
連
か
ら
は
、
歯
科
技
工
士

組
織
が
当
面
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
、
議
連
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
宛
に
要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

は
松
本
洋
平
議
員
（
東
京
19
区
）

の
司
会
で
進
行
し
、
大
規
模
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
歯
科

技
工
所
を
公
的
支
援
の
対
象
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
医
療
職

俸
給
表
（
二
）
初
任
給
基
準
表

を
実
態
に
即
し
て
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
国
で
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
の
統
一
化
を
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
三
点
に

つ
い
て
厚
生
労
働
省
か
ら
現
状

説
明
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
古
橋

会
長
か
ら
は
、
歯
科
技
工
所
の

識
別
番
号
付
与
に
つ
い
て
も
あ

ら
た
に
要
望
が
行
わ
れ
た
。
議

員
連
盟
と
し
て
は
、
上
川
会
長

を
中
心
に
、
課
題
の
４
点
の
解

決
に
向
け
法
整
備
も
含
め
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討
を

加
え
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

歯
科
技
工
士
の
現
場
の
声
を
吸

い
上
げ
る
た
め
、
歯
科
技
工
所

の
現
地
視
察
を
行
う
こ
と
も
決

め
ら
れ
た
。

　

12
月
４
日
（
水
）、
正
午
か
ら

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
の
地
下

１
階
、
第
１
会
議
室
に
お
い
て

歯
科
技
工
士
に
関
す
る
制
度
推

進
議
員
連
盟
の
第
４
回
例
会
が

開
催
さ
れ
、
本
連
盟
及
び
日
技

本
会
よ
り
古
橋
会
長
は
じ
め
役

員
13
名
、
青
森
県
技
長
内
隆
会

長
、
和
歌
山
県
技
榎
倫
生
会
長
、

島
根
県
技
田
中
忠
重
会
長
が
出

席
し
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省

医
政
局
歯
科
保
健
課
、
人
事
院

か
ら
も
出
席
が
あ
っ
た
。
例
会

　

６
月
14
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
、
歯
科
技
工
士
に
関
す
る

制
度
推
進
議
員
連
盟
の
上
川
陽

子
会
長
、
石
川
昭
政
事
務
局
次

長
と
本
連
盟
の
古
橋
会
長
が
渡

嘉
敷
奈
緒
美
厚
生
労
働
政
務
官

（
大
阪
７
区
）
を
訪
問
し
、
田
村

憲
久
厚
生
労
働
大
臣
に
宛
て
た

“
歯
科
技
工
士
の
抱
え
る
当
面
の

課
題
の
解
消
に
向
け
て
の
要
望

書
”
を
提
出
し
、
是
非
、
秋
の

臨
時
国
会
で
統
一
試
験
に
関
す

る
法
律
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、

医
療
職
俸
給
表
（
二
）
初
任
給

基
準
表
と
そ
れ
に
附
帯
す
る
問

題
の
是
正
を
行
っ
て
欲
し
い
旨

要
望
さ
れ
、
渡
嘉
敷
政
務
官
か

ら
は
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
４
月
23
日
（
火
）、

午
後
３
時
か
ら
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
歯

科
技
工
士
に
関
す
る
制
度
推
進

議
員
連
盟
の
世
話
人
会
が
開
催

さ
れ
、
上
川
陽
子
衆
議
院
議
員

（
静
岡
１
区
）、
松
本
洋
平
衆
議

院
議
員
（
東
京
19
区
）、
橋
本　

岳
衆
議
院
議
員
（
岡
山
４
区
）、

福
岡
資
麿
参
議
院
議
員
（
佐
賀

選
挙
区
）、
石
川
昭
政
衆
議
院
議

員
（
茨
城
５
区
）
の
５
名
の
先

生
方
と
本
連
盟
か
ら
古
橋
会
長
、

時
見
理
事
長
、
日
技
か
ら
大
西

専
務
が
出
席
し
た
。

　

世
話
人
会
で
は
、
規
約
等
の

見
直
し
、
役
員
人
事
、
総
会
の

日
取
り
等
が
決
め
ら
れ
、
議
員

連
盟
発
足
に
向
け
た
準
備
が
進

　

２
０
１
４
年
４
月
７
日
（
月
）

午
後
３
時
よ
り
、
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
第
４
会
議
室
に
お
い

て
、
歯
科
技
工
士
に
関
す
る
制

度
推
進
議
員
連
盟
第
２
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
連
は
松
本
洋
平
事
務
局
長

（
東
京
19
区
）
の
司
会
で
始
ま
り
、

伊
吹
文
明
顧
問
（
京
都
１
区
）、

上
川
陽
子
会
長
（
静
岡
１
区
）

の
挨
拶
の
後
、
新
し
く
就
任
し

た
本
連
盟
の
杉
岡
会
長
、
古
橋

代
表
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
25
年
度
の
活
動
報
告
、

収
支
報
告
を
承
認
し
た
後
、
人

事
院
規
則
別
表
医
療
職
俸
給
表

（
二
）
の
改
正
推
進
、
修
業
年
限

延
長
と
一
学
級
あ
た
り
の
定
員

削
減
等
教
育
体
制
の
見
直
し
な

ど
の
歯
科
技
工
士
に
関
す
る
新

た
な
課
題
が
古
橋
代
表
よ
り
述

べ
ら
れ
た
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
医
療

職
俸
給
表
の
改
正
の
状
況
、
教

育
体
制
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
等
が
述
べ
ら
れ
、
人
事
院
か

ら
も
医
療
職
俸
給
表
の
改
正
手

順
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

伊
吹
顧
問
か
ら
は
、
医
療
職

俸
給
表
の
改
正
も
必
要
だ
が
、

公
務
員
で
は
な
い
歯
科
技
工
士

の
皆
さ
ん
の
待
遇
改
善
が
必
要

な
の
で
、
厚
生
労
働
省
は
抜
本

的
改
正
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
。
上
川

会
長
か
ら
は
、
議
連
と
し
て
の

課
題
把
握
、
歯
科
技
工
業
界
の

現
状
把
握
の
た
め
に
、
５
月
の

連
休
明
け
に
歯
科
技
工
所
を
視

察
し
た
い
旨
の
活
動
計
画
が
発

表
さ
れ
た
。
最
後
に
橋
本
岳
幹

事
長
（
岡
山
４
区
）
か
ら
、
歯

科
技
工
士
に
か
か
る
懸
案
の
解

決
の
た
め
、
今
後
も
力
を
合
わ

せ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
の
挨

拶
で
閉
会
し
た
。

歯科技工士に関する制度推進議員連盟の動き歯科技工士に関する制度推進議員連盟の動き
○
世
話
人
会
開
催

○
第
一
回
総
会

○
第
一
回
例
会

○
第
二
回
例
会

○
第
三
回
例
会

○
第
四
回
例
会

○
厚
生
労
働
大
臣
に

　
要
望
書
提
出

○
第
二
回
総
会


